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Kernis, Grannemann, & Barclay（1989）は，質問項目には Rosenberg
（1965）の尺度をそのまま使用しながら，調査対象者に“この瞬間，どのよう
に感じているか”を回答するよう教示する方法で状態自尊感情を測定した（他











う指摘もある（Heatherton & Polivy, 1991）。状態自尊感情を測定するため
に新たに開発された尺度には，Heatherton & Polivy（1991）の state self-














態自尊感情を測定している（たとえば，市村（阿部），2011 ; Kernis et al.,


















































































数が 5日以下の者は分析から除外した上で，無効回答を除く 87名（女 60，



































































（a-1）主成分分析 2項目尺度と 9項目尺度の全 11項目による主成分分析
を調査日ごとに実施した。7日間を通して，全 11項目中で 2項目尺度の各項



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































を 9項目尺度と 20項目尺度に対してもおこなった。ポジティブ感情と 2項目























Study 2 Web 版質問紙調査による状態自尊感情の複数回測定
調査の時期・対象・手続き











成サービスの Qualtrics を使用した。調査参加者ごとに異なる URL を作成
し，毎日同じ URL を同じ調査参加者に送信するメールの本文に添付して回答
を求めた。
Web 版調査では 1週間の回答日数が 4日以下の者は分析から除外した。





















（a-1）主成分分析 2項目尺度と 9項目尺度の全 11項目による主成分分析
を調査日ごとに実施した。7日間を通して，全 11項目中で 2項目尺度の各項





















































（2016 a）よりも，本研究の Study 1（紙筆調査）および Study 2（Web 調
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